
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 計画

中間評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教師９０％
以上とする。

・校内研究の際、全職員で学力向上対
策評価シートの確認を行い、取り組みの
促進を相互に促す。 C

・９月末現在、職員によるマイプランの成果指
標達成８１％。再度、学力向上対策評価シー
トの確認と、取組の促進を促すことで、９０％
以上を目指す。

山口・吉野
（深堀・脇本）

・学力向上対策コー
ディネーター
・研究主任

○分かる授業の構築 ○学校評価アンケート項目「授業が分か
る」の肯定的回答が８０％以上とする。

・全教科で「も（問題）み（見通し）し（調べ
る）ま（まとめる）れ（練習）ふ（ふりかえ
り）」に沿った授業を展開する。
・「主体的・対話的で深い学び」の指導法
を工夫する。 B

・９月末現在、児童生徒の学校評価アンケートで
「授業がわかる」の肯定的回答が８５％、職員へ
のアンケートでも「「分かる･できる授業」を目指し
た授業を行っている」の項目で８９％であった。今
後も校内研の時間を中心に、指導方法の改善に
ついて情報交換や共通理解を図っていく。 山口・吉野

・学力向上対策コー
ディネーター
・研究主任

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○年間計画に基づいて道徳の授業を
行った教師を９０％以上とする。

○人権・同和教育を推進する。

・各学年で年間計画に沿った道徳の授
業を行う。

・人権集会や平和集会を開催し、児童生
徒の人権に対する意識を高める。

・やまびこ広場で担任以外の教師も講話
を行い、児童生徒の心を豊かにする。

B

・年間計画に基づいた道徳の授業については
達成率が８６％であり、９０％に達していない。
・人権集会や平和集会などの事前事後にはク
ラスで道徳の授業を行い、深化補充に努め
た。
・「やまびこ広場」では教師の講話の後、学年
ごとに話し合う時間を設け、深化補充を図っ
た。

山口 ・原田 道徳教育推進教師
特別支援教育担当者

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

〇毎月の生活アンケートの実施率100％
を目指し、全ての児童生徒と全職員でい
じめの芽を見逃さない力を高める。

〇全学級で年間１時間以上は、命に関
する授業を公開し、職員間の意識を高
める。

・児童生徒に月１回の生活アンケートを
実施し、児童生徒の人間関係の把握に
努める。また、困り感のある児童生徒を
見逃さないようにＳＣやＳＳＷと連携し、
計画的にいじめ防止に取り組む。

・人権･同和教育や道徳の時間、職員に
よる人権講話を定期的に実施する。

B

・生活アンケートは月に一回行い、児童・生徒
の人間関係の把握ができた。また、気になる
児童生徒には担任から話を聞いてもらうなど
した。

・伊万里市の人権擁護委員から人権講話を
行っていただいた。また生徒には人権に関わ
る標語を作成させた。

吉武 生徒指導主事

◎ふるさとに感謝し志を持って生きる児
童生徒の育成

◎閉校に向けて
総合的な学習の時間の10％を活用し、
地域への感謝の思いを発信する。

・児童生徒会を中心に閉校に向けての
行事を計画・実行させる。
・総合的な学習の時間に滝野について
の調べ学習を行い、交流先の学校で発
表させる。

B

・11月の交流会で、滝野のことを紹介する機
会を設定した。それに向けて、調べ学習やプ
レゼンテーションの準備を進めている。

深堀・脇本
教務主任

●「望ましい食習慣と食の自己管理能力
の育成」

○バランスの良い食習慣は､健康につな
がると思える児童生徒を90%以上にす
る。

・早寝早起き朝ご飯のアンケート実施す
る。
・給食後の児童生徒の観察（アレルギー
反応）を行う。
･「食」についての講演会を実施する。
・保健だよりを発行する。

B

・６月に１回目の朝ご飯アンケートを実施し
た。２回目を１１月に実施する。
・「食」についての講演会児童生徒向けは６月
に実施した。保護者向けに２月実施予定で進
めている。
・保健だよりは､毎月２回を目標に発行でき
た。

前田 養護助教諭
食育教育担当者

○運動習慣の改善や定着化 ○「運動やスポーツが心身の健康の保
持増進に大切である」と考える児童生徒
を85％以上にし運動習慣の定着化を目
指す。

・部活動を通して，活動する意義や目的
を伝える。
・授業以外で，運動を行えるような手立
てを行い，自宅等で活動できるようにす
る。

B

・体育の授業や部活動に一生懸命取り組めて
いる児童生徒の割合は88％であった。今後も
体育，保健の授業を通して自身の健康につい
て考える時間を設定していく。

森・門司 体育主任
部活動顧問

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・業務改善の支援や会議の精選により、
教職員の業務取組時間の確保に努め
る。
・年休取得の年１０日を確実に実施す
る。
・業務記録により勤務実態の把握をす
る。

A

・夏季休業中に夏季休暇＋年休（10日間）の
取得を設定し、教職員が取得しやすい環境を
整備した。
・｢毎月の時間外勤務の削減や定時退勤日の
実施、計画的な年休取得に取り組むことがで
きましたか。｣のアンケートに肯定的な評価は
８９％であった。
・全職員の時間外勤務時間の平均が12.5時
間であった。

貞松・江頭 管理職

○行事の精選を実施し、時期や内容の
見直しを行い、児童生徒にとって必要な
行事に取り組む。

○コロナ禍において削減、規模縮小した
行事を見直し、昨年度より２割削減を目
指す。

・次年度の統廃合に向け、滝野校として
最後に必要な行事に取り組む。

B

・｢学校行事、ＰＴＡ行事等、教職員が関わる行
事について、本年度削減できたと思います
か。｣のアンケートに肯定的な評価は８６％で
あった。
・感染拡大防止を徹底することで、体育大会
に保護者、地域の方が参観することが出来
た。
・参観日や土曜授業は中止とした。

貞松・江頭 管理職

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
進捗度
（評価）

進捗状況と見通し

○開かれた学校作り

○学校運営協議会（CS）を軸に家庭・地
域とつながり、地域を元気にする学校づ
くりに取り組む。

○学校評価アンケートにおける「開かれ
た学校」において肯定的な回答をした学
校評議員、保護者を９０％以上にする。

・地域の人材を活用して、児童生徒が郷
土の歴史や文化に触れる機会を設け
る。
・学校からの情報発信に心掛け、統廃合
に向け、学校運営協議会を活用し、積極
的に相互協力を行う。 B

・中間評価において、肯定的な回答は学校関
係者は９３％、保護者は１００％、また、教職
員は８２％であった。これは、昨年と比較し、
外部人材の活用を実施できたためと考えられ
る。
・学校からの｢学校・学年便り｣、｢ホームペー
ジ｣、｢配信メール｣での情報発信に心がけた。
・地域行事がコロナウィルス感染拡大防止の
ため中止になることが多く、参加・協力ができ
ていない。

貞松・江頭 管理職

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●学　力　の　向　上
●心　の　教　育
●健　康　・体つくり
●業　務　改　善
○開かれた学校作り

５　総合評価・

　　次年度への展望

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・県学習状況調査の結果を踏まえた対策を共通理解することができた。学力向上対策評価シートを元に、次年度も継続して指導を続けていく。

・食育調査やアンケート，学校評価調査の結果より，児童生徒の心身の保持増進を養うことができた。次年度も引き続き取り組んでいきたい。

・業務改善委員会を立ち上げ、今年度の取組をもとに、「行事のしおり」を作成し、次年度はさらに業務改善を行っていく。

・感染拡大防止の手立てをとりながら、少しずつ学校行事を実施することができた。次年度はコミュニティスクールを軸に取り組んでいく。

２　学校教育目標 故郷に感謝し　心豊かに　志を持って生きる児童生徒の育成

３　本年度の重点目標

①　分かる授業の構築と確かな学力の向上

②　豊かな心と健やかな体づくり

③　家庭･地域とつながり、地域を元気にする学校作り

学校名 伊万里市立小中一貫校滝野校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

主な担当者

主な担当者

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●心の教育

●健康・体つくり

主な担当者
中間評価
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